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孫
と
遊
ん
で
い
る
と
、
子
ど
も
の
成
長
に
眼
を 

見
張
る
。
人
間
の
脳
の
発
達
が
三
歳
ま
で
に
八
〇 

％
、
六
歳
ま
で
に
八
五
％
、
一
〇
歳
ま
で
に
九
〇
％

と
聞
く
と
住
ま
い
や
地
域
環
境
が
い
か
に
大
切
で
あ
る
か
改
め
て
考
え
る
▼

孫
の
発
達
に
直
接
関
わ
る
住
ま
い
の
近
傍
と
「
領
域
感
」
を
考
え
る
う
え
で
、

室
生
犀
星
『
幼
年
時
代
』
に
描
か
れ
る
「
ガ
リ
マ
隊
」
は
、
大
正
時
代
の
著

作
で
あ
る
が
、
現
代
都
市
が
失
っ
て
き
た
も
の
＝
街
の
生
活
感
を
示
す
好
例

だ
▼
少
年
達
は
通
り
に
迫
り
出
す
枝
の
果
実
を
「
収
穫
」
す
る
（
金
沢
の
城

下
で
あ
っ
た
家
々
で
は
庭
に
実
の
な
る
樹
々
が
好
ん
で
植
栽
さ
れ
て
い
た
）。

少
年
た
ち
は
一
人
で
は
出
来
な
く
て
も
隊
を
組
む
や
、
通
り
と
い
う
「
公
共

空
間
」
は
直
ち
に
自
分
達
の
「
縄
張
り

、
、
、
」
と
化
す
る
。
怒
鳴
り
声
を
上
げ
て

い
る
庭
の
オ
ヤ
ジ
は
隊
に
と
っ
て
寸
時
は
敵
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
こ
ん
な

場
合
は
素
早
く
逃
げ
る
が
勝
ち
で
あ
る
と
知
っ
て
い
る
▼
暉
峻
淑
子
氏
は
著

書
『
豊
か
さ
へ 

も
う
ひ
と
つ
の
道
』
で
「
子
ど
も
は
遊
び
の
中
で
だ
け

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
大

人
に
管
理
さ
れ
ず
、
命
令
さ
れ
ず
本
当
に
自
主
的
な
自
分
の
人
生
の
主
人
公

に
な
れ
る
。
…
そ
し
て
、
自
主
的
で
あ
れ
ば
こ
そ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
自
分
の
能
力
を
精
い
っ
ぱ

い
発
揮
す
る
喜
び
を
知
り
ま
す
」
と
述
べ
て
い
る
（
傍
点
筆
者
）
▼
金
沢
ば

か
り
か
日
本
の
ま
ち
が
私
た
ち
に
語
り
か
け
る
よ
う
に
、
半
世
紀
の
都
市
の

変
容
＝
と
り
わ
け
私
的
自
動
車
交
通
に
依
存
し
た
都
市
づ
く
り
に
よ
っ
て
失

っ
た
も
の
に
人
間
居
住

、
、
、
、
の
あ
り
方

、
、
、
、
に
深
く
関
わ
る
「
公
共
空
間
と
領
域
感
」

の
喪
失
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。（
こ
） 

 

原
水
爆
禁
止
二
〇
一
四
年
世
界
大
会
―
広
島 

 

ノ
ー
・
ニ
ュ
ー
ク
ス
！ 
テ
イ
ク
・
ア
ク
シ
ョ
ン
！ 

 

核
兵
器
は
い
ら
な
い 

 

行
動
し
よ
う 

神
田
順
一 

 

【
初
日
】
世
界
大
会
開
会
総
会
（
六
五
〇
〇
人
、
石
川
県
か

ら
四
〇
人
参
加
）、
非
核
の
政
府
を
求
め
る
会
交
流
会 

【
二
日
目
】
平
和
記
念
公
園
・
原
爆
碑
へ
の
献
花
、
世
界
大

会
第
四
分
科
会
「
非
核
平
和
の
自
治
体
づ
く
り
」
（
一
〇
〇

人
参
加
）
、
元
日
本
銀
行
広
島
支
店
（
被
爆
建
物
）
及
び
Ｎ 

 

Ｈ
Ｋ
広
島
支
局
（
被
爆
七
〇
年
ア
ー
カ
イ
ブ
展
）
の
見
学 

【
三
日
目
】
広
島
市
原
爆
死
没
者
慰
霊
式
・
平
和
祈
念
式
（
四

万
五
千
人
参
加
）、
世
界
大
会
閉
会
総
会
（
七
千
人
参
加
） 

 
 
 
 
 

◇ 
 
 
 

◇ 
 
 

◇ 

 

初
日
の
開
会
総
会
で
は
、
国
民
平
和
大
行
進
の
通
し
行
進

者
九
人
と
国
際
青
年
リ
レ
ー
行
進
者
が
ス
テ
ー
ジ
に
上
が

り
紹
介
さ
れ
た
と
き
が
最
高
潮
だ
っ
た
。
一
四
年
連
続
で
昨

年
（
富
山
→
広
島
コ
ー
ス
）
の
通
し
行
進
を
務
め
ら
れ
た
竹

田
昭
彦
さ
ん
（
神
奈
川
平
和
遺
族
会
）
や
二
年
連
続
と
な
る

マ
ラ
ヤ
・
フ
ァ
ブ
ロ
ス
さ
ん
（
非
核
フ
ィ
リ
ピ
ン
連
合
）
も

元
気
よ
く
ア
ピ
ー
ル
さ
れ
て
い
た
。 

 

国
内
で
の
草
の
根
運
動
で
は
、「
核
兵
器
廃
絶
ア
ピ
ー
ル

署
名
の
住
民
過
半
数
を
め
ざ
す
」（
北
海
道
）、
「
一
〇
〇
万

署
名
と
二
〇
一
五
年
Ｎ
Ｐ
Ｔ
に
一
五
〇
人
参
加
を
目
標
に
」

（
大
阪
）
、「
県
内
全
て
の
自
治
体
で
原
爆
展
を
開
催
」
（
岡

山
）
、「
被
爆
証
言
の
聴
き
取
り
が
で
き
る
最
後
の
世
代
と
し

て
」（
兵
庫
）、「
原
発
事
故
か
ら
三
年
余
の
現
状
報
告
」（
福

島
）
、「
辺
野
古
新
基
地
建
設
反
対
運
動
へ
の
支
援
の
訴
え
」

（
沖
縄
）
と
多
様
な
取
り
組
み
の
報
告
が
あ
っ
た
。 

二
日
目
の
第
四
分
科
会
「
非
核
平
和
の
自
治
体
づ
く
り
」

で
は
、
九
条
を
守
る
首
長
の
会
の
秋
田
県
湯
沢
町
の
鈴
木
俊

夫
元
町
長
と
、
小
溝
泰
義
・
広
島
平
和
文
化
セ
ン
タ
ー
理
事

長
の
特
別
発
言
が
あ
り
、
参
加
者
と
活
発
な
質
疑
も 

行
わ

非
核
の
政
府
を
求
め
る
石
川
の
会 

会
報 

非
核
・い
し
か
わ 

 

事務局 

〒920-0848 

金沢市京町 28-8 

石 川 民 医 連 労 働 組 合 気 付 

Tel 076-251-0014 

ゆうちょ銀行振替口座 

00760-0-15689 

①
全
人
類
共
通
の
緊
急
課
題
と
し
て
核
戦
争
防
止
、
核
兵
器
廃
絶
の
実
現
を
求
め
る
。 

②
国
是
と
さ
れ
る
非
核
三
原
則
（
つ
く
ら
ず
、
も
た
ず
、
も
ち
こ
ま
せ
ず
）
を
厳
守
す
る
。 

③
日
本
の
核
戦
場
化
へ
の
す
べ
て
の
措
置
を
阻
止
す
る
。 

④
国
家
補
償
に
よ
る
被
爆
者
援
護
法
を
制
定
す
る
。 

⑤
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
の
こ
れ
ま
で
の
合
意
に
も
と
づ
い
て
国
際
連
帯
を
強
化
す
る
。

る
。 

非 核 ５ 項 目 

それぞれが集めた「核兵器全面禁止のアピー

ル署名」数を掲げた石川県参加者 

（8月 4日、広島県立総合体育館ホール） 
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れ
た
。
平
和
首
長
会
議
事
務
総
長
で
あ
る
小
溝
泰
義
さ
ん
に

は
今
年
六
月
、
は
だ
し
の
ゲ
ン
を
ひ
ろ
め
る
会
か
ら
『
は
だ

し
の
ゲ
ン
』『B

a
re

fo
o
t G

e
n

』
の
普
及
へ
の
支
援
を
お
願

い
し
た
ば
か
り
で
、
世
界
大
会
分
科
会
で
再
会
す
る
こ
と
が

で
き
感
激
し
た
。
世
界
の
都
市
、
市
民
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
と
連
携

し
な
が
ら
核
兵
器
廃
絶
の
行
動
を
進
め
て
い
る
平
和
首
長

会
議
と
の
協
力
共
同
を
強
め
て
い
く
よ
い
機
会
と
な
っ
た
。 

 

私
も
は
だ
し
の
ゲ
ン
を
ひ
ろ
め
る
会
の
取
り
組
み
と
三

年
連
続
で
実
施
し
て
い
る
非
核
石
川
の
会
の
「
平
和
事
業
に

関
す
る
自
治
体
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に
も
と
づ
き
、
平
和
首
長
会

議
の
加
盟
自
治
体
づ
く
り
や
非
核
平
和
施
策
の
充
実
を
働

き
か
け
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
た
。 

 

三
日
目
の
閉
会
総
会
で
は
、
何
度
も
感
動
的
な
シ
ー
ン
が

あ
っ
た
。
国
連
代
表
軍
縮
問
題
担
当
上
級
代
表
の
ア
ン
ゲ

ラ
・
ケ
イ
ン
さ
ん
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
キ
ュ
ー
バ
政
府
代
表

の
挨
拶
に
応
え
て
、
大
会
参
加
者
が
集
め
た
核
兵
器
廃
絶
ア

ピ
ー
ル
署
名
を
掲
げ
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
。
日
本
の
草

の
根
か
ら
の
決
意
と
し
て
中
内
晃
子
さ
ん
（
新
日
本
婦
人
の

会
金
沢
支
部
）
が
登
壇
し
、
二
〇
一
五
年
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会

議
に
向
け
て
毎
日
ア
ピ
ー
ル
署
名
に
取
り
組
み
、
三
五
〇
筆

集
め
た
と
報
告
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
参
加
者
全
員
が
「
ノ
ー
・

ニ
ュ
ー
ク
ス
！
」
「
テ
イ
ク
・
ア
ク
シ
ョ
ン
！
」
と
コ
ー
ル

し
、
海
外
代
表
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に

W
e 

 
s
h
a
l
l
 

o
v
e
r
c
o
m
e

を
大
合
唱
し
た
こ
と
な
ど
で
あ
る
。 

 

二
〇
一
五
年
四
月
か
ら
開
か
れ
る
国
連
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討

会
議
へ
の
要
請
行
動
に
残
さ
れ
た
期
間
は
長
く
な
い
。 

 

大
会
参
加
者
の
決
意
と
し
て 

 
T
h
i
n
k
  G

l
o
b
a
l
l
y
  A

c
t
  Lo

c
a
l
l
y
 
 

  

地
球
的
視
野
で
思
考
し
、
地
域
か
ら
行
動
し
よ
う 

 

◇
「
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
・
広
島
」
参
加
報
告
◇ 

親
子
で
貴
重
な
体
験
が
で
き
ま
し
た 

作
平
奈
美 

 

 

今
回
私
は
小
学
校
六
年
生
の
娘
と
共
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
娘
も
ち
ょ
う
ど
社
会
の
授
業
で
歴
史
を
習

っ
て
お
り
、
日
本
に
起
き
た
悲
惨
な
出
来
事
を
直
に
触
れ
る

い
い
機
会
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

私
自
身
広
島
に
は
高
校
の
修
学
旅
行
の
時
に
訪
れ
、
そ
の

時
に
一
度
平
和
記
念
資
料
館
を
訪
れ
ま
し
た
。
高
校
生
の
私

に
は
す
ご
く
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
内
容
で
あ
り
、
あ
ま
り
に
も

酷
い
事
実
に
資
料
館
の
中
で
涙
が
出
て
止
ま
ら
な
か
っ
た

の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
あ
れ
か
ら
時
が
経
ち
母
と
な
り
ま
し

た
。
高
校
生
の
目
か
ら
見
た
広
島
と
、
母
に
な
り
娘
と
共
に

見
る
広
島
は
ど
う
私
に
見
え
る
の
か
、
何
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
の
か
、
期
待
し
て
広
島
に
入
り
ま
し
た
。 

路
面
電
車
や
近
代
的
な
建
物
が
立
ち
並
び
栄
え
て
い
る 

 

都
会
で
あ
り
、
六
九
年
前
の
悲
惨
な
出
来
事
が
あ
っ
た
と
は

全
く
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。
被
爆
体
験
者
の
方
々
の
お
話
や
、

実
際
に
娘
と
共
に
広
島
平
和
記
念
資
料
館
を
観
覧
し
、
改
め

て
六
九
年
前
の
悲
惨
な
出
来
事
を
知
り
、
資
料
館
で
は
涙
が

止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

何
も
悪
い
こ
と
を
し
て
い
な
い
の
に
・
・
・
普
通
の
暮
ら

し
を
い
つ
も
通
り
に
過
ご
し
て
い
た
の
に
・
・
・
。 

八
時
一
五
分
一
発
の
原
子
爆
弾
で
〇
・
三
秒
の
間
に
ど
れ

だ
け
の
命
、
ど
れ
だ
け
の
思
い
が
消
え
去
っ
た
の
か
と
思
う

と
胸
が
締
め
付
け
ら
れ
る
思
い
で
し
た
。 

被
爆
者
の
平
均
年
齢
が
七
九
歳
以
上
と
な
り
、
当
時
の
様

子
を
語
り
継
げ
る
人
が
少
な
く
な
っ
て
き
た
と
聞
き
ま
し

た
。
実
際
に
今
の
子
供
た
ち
に
原
爆
の
話
を
し
て
も
ピ
ン
と

こ
な
い
の
が
現
状
だ
と
思
い
ま
す
。
遠
く
離
れ
た
広
島
で
爆

弾
が
落
ち
て
大
変
だ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
の
思
い
し
か
な
い
の

で
は
・
・
・
と
思
い
ま
し
た
。 

実
際
に
広
島
に
来
て
実
際
に
生
で
あ
っ
た
事
実
を
目
で

見
、
触
れ
合
う
こ
と
で
本
当
に
あ
っ
た
事
実
を
認
識
し
、
絶

対
に
二
度
と
広
島
や
長
崎
に
起
こ
っ
た
事
実
を
繰
り
返
し

て
は
い
け
な
い
！ 

原
爆
は
二
度
と
落
と
し
て
は
な
ら
な

い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。 

子
ど
も
た
ち
の
明
る
い
未
来
の
た
め
に
、
自
分
た
ち
は
何

を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
。
戦
争
は
人
と
人
と
の
殺
し

合
い
で
あ
り
、
戦
争
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
も
の
は
悲
劇

し
か
な
い
こ
と
を
次
の
世
代
に
語
り
、
思
い
を
引
き
継
い
で

い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。 

今
回
、
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
に
参
加
し
、
親
子
で
貴
重

な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。 

 
 
 
 
 

 

（
な
ん
ぶ
や
す
ら
ぎ
ホ
ー
ム
職
員
） 

世界大会に向けて 5,929 羽の折り鶴で作成 

（なんぶやすらぎホーム 1階ロビーにて） 
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◇
美
帆
シ
ボ
さ
ん
講
演
会
・報
告
◇ 

国
際
的
視
野
か
ら
フ
ラ
ン
ス
の
反
核
運
動
と 

原
発
事
情
の
お
話
を
聞
く 

八
月
五
日
（
火
）
夜
、
民
医
連
会
館
で
『
美
帆
シ
ボ
さ
ん

講
演
会
』
が
開
催
さ
れ
、
国
際
的
視
野
か
ら
見
た
反
核
運
動

や
フ
ラ
ン
ス
の
原
発
事
情
の
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。
こ
の
講

演
会
は
ア
ニ
メ
『
つ
る
に
の
っ
て
』
の
制
作
者
で
フ
ラ
ン
ス

在
住
の
美
帆
シ
ボ
さ
ん
が
金
沢
に
連
続
講
演
に
来
ら
れ
た

の
を
機
に
、
石
川
民
医
連
が
主
催
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
に

要
請
団
を
送
る
石
川
県
実
行
委
員
会
が
共
催
し
て
急
遽
実

現
し
た
企
画
で
す
。
参
加
者
は
三
〇
人
で
し
た
。 

は
じ
め
に
シ
ボ
さ
ん
は
フ
ラ
ン
ス
の
核
開
発
の
歴
史
に

触
れ
て
、
二
〇
世
紀
初
頭
の
放
射
線
研
究
の
草
分
け
で
あ
る

キ
ュ
リ
ー
夫
人
の
話
か
ら
解
き
起
こ
し
、
そ
の
娘
婿
で
放
射

線
物
理
学
者
の
ジ
ョ
リ
オ
・
キ
ュ
リ
ー
が
第
二
次
大
戦
中
は

レ
ジ
ス
タ
ン
ス
運
動
に
加
わ
り
、
解
放
後
は
ド
ゴ
ー
ル
政
権

下
で
原
子
力
庁
に
入
庁
、
パ
グ
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
会
議
の
創
設
や 

 

世
界
平
和
評
議
会
初
代
議
長
に
就
任
し
、
ア
ピ
ー
ル
署
名
運

動
に
関
与
し
た
り
と
、
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
は
核
開
発
に
は
抑

制
的
な
流
れ
で
あ
っ
た
こ
と
。
そ
れ
が
、
核
兵
器
開
発
に
積

極
的
な
勢
力
が
ド
ゴ
ー
ル
大
統
領
に
働
き
か
け
て
政
策
を

転
換
さ
せ
、
社
会
党
も
共
産
党
も
核
抑
止
政
策
を
認
め
る
中

で
、
フ
ラ
ン
ス
が
核
保
有
国
、
原
発
大
国
に
な
っ
て
い
っ
た

と
い
う
経
過
を
振
り
返
り
ま
し
た
。 

続
い
て
、
今
日
の
平
和
運
動
に
つ
い
て
シ
ボ
さ
ん
の
夫
も

深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
「
平
和
首
長
会
議
」
や
「
核
実
験
被

害
者
の
会
」
の
運
動
を
紹
介
し
ま
し
た
。
そ
し
て
最
近
の
動

き
と
し
て
、
か
つ
て
ミ
ッ
テ
ラ
ン
政
権
で
元
国
防
大
臣
も
歴

任
し
、
今
は
小
さ
な
自
治
体
の
首
長
を
し
て
い
る
ポ
ー
ル
・

キ
レ
ス
と
い
う
大
物
政
治
家
が
「
フ
ラ
ン
ス
の
核
抑
止
力
政

策
は
間
違
い
だ
っ
た
」
と
発
言
す
る
な
ど
、
核
兵
器
を
巡
る

世
論
は
変
化
し
て
い
る
と
語
り
ま
し
た
。 

フ
ラ
ン
ス
の
原
発
事
情
に
つ
い
て
は
、
一
九
八
六
年
の
チ

ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
に
際
し
て
、
放
射
能
の
影
響
や
健
康
被

害
を
小
さ
く
見
せ
よ
う
と
す
る
政
府
や
メ
デ
ィ
ア
の
姿
勢

に
対
し
て
、
遠
く
離
れ
た
コ
ル
シ
カ
島
で
羊
乳
チ
ー
ズ
に
よ

る
甲
状
腺
ガ
ン
が
多
発
し
て
い
る
問
題
を
告
発
し
て
い
る

運
動
を
紹
介
し
ま
し
た
。 

原
子
力
発
電
所
敷
地
内
に
侵
入
し
た
若
者
た
ち
の
行
動

を
通
し
て
、
テ
ロ
に
対
す
る
無
力
さ
を
さ
ら
け
出
し
て
い
る

状
況
な
ど
も
語
ら
れ
ま
し
た
。
自
身
も
、
フ
ラ
ン
ス
国
内
各

地
で
原
爆
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
た
り
、
ヒ
ロ
シ
マ
や
ナ
ガ
サ

キ
に
子
供
ら
を
派
遣
す
る
運
動
に
取
り
組
む
な
ど
草
の
根

の
運
動
を
紹
介
し
、
参
加
者
と
と
も
に
核
廃
絶
に
向
け
た
両

国
の
運
動
を
交
流
し
ま
し
た
。 

（
文
責 

非
核
い
し
か
わ
編
集
部
） 

 

    

海
は
命
だ 

過
去
に
学
び
、
未
来
を
育
む
沖
縄
の
心 

海
は
命
だ
―
―
沖
縄
は
も
と
よ
り
日
本
人
に
と
っ
て
海

は
命
だ
。
四
月
に
非
核
・
平
和
を
願
う
県
平
和
委
員
会
の
ミ

ニ
ツ
ア
ー
に
参
加
、
山
野
健
治
事
務
局
長
の
ガ
イ
ド
を
聞
き

な
が
ら
ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス
カ
ー
で
沖
縄
本
島
を
巡
り
、
普
天

間
・
辺
野
古
・
高
江
を
め
ざ
し
た
。
海
岸
沿
い
の
集
落
に
差

し
か
か
る
と
、
美
し
い
海
を
臨
ん
で
墓
地
が
目
を
引
い
た
。 

そ
う
い
え
ば
、
沖
縄
に
は
「
清
明
祭
」
が
あ
っ
て
、
亀
甲

墓
の
庭
で
親
戚
一
同
集
ま
っ
て
先
祖
を
供
養
し
、
墓
前
で
お

下
が
り
を
戴
く
そ
う
だ
が
、
集
落
に
近
い
立
派
な
お
墓
の
一

団
は
、
先
祖
代
々
愛
し
て
き
た
そ
の
「
美
ら
海
」
に
向
か
っ

て
整
然
と
並
ん
で
い
る
。 

こ
の
海
に
向
か
い
、「
二
度
と
繰
り
返
さ
ぬ
」
と
誓
っ
た

は
ず
の
戦
争
と
い
う
人
殺
し
の
た
め
の
新
基
地
建
設
計
画

は
、「
美
ら
海
」
に
寄
せ
る
沖
縄
の
心
を
忘
れ
、
北
東
ア
ジ

ア
の
未
来
を
想
像
で
き
な
い
貧
し
い
発
想
だ
。
い
ま
こ
そ
、

過
去
に
学
び
、
未
来
を
育
む
沖
縄
の
心
を
大
切
に
し
た
い
。

（
こ
） 

 

沖
縄
県
東
村
議
会
選
挙
に
立
候
補
す
る 

 
 

伊
佐
真
次
さ
ん
の
勝
利
を
願
っ
て 

沖
縄
県
の
「
ヤ
ン
バ
ル
の
森
」
を
抱
え
る
東
村
議
会
は
八

人
の
村
議
全
員
が
「
ヘ
リ
パ
ッ
ド
」
を
容
認
し
て
い
ま
す
。 

映
画
「
標
的
の
村
」
の
県
内
上
映
会
の
時
、
高
江
の
闘
い

の
実
状
報
告
を
さ
れ
た
伊
佐
真
次
さ
ん
（
ヘ
リ
パ
ッ
ト
い
ら

非
核
・
平
和
の
ひ
ろ
ば 

石川民医連とＮＰＴ再検討会議に要請団

を送る石川県実行委員会が共催した美帆

シボさん講演会 
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な
い
住
民
の
会
）
が
九
月
二
日
告
示
、
七
日
投
票
の
東
村
議

会
選
挙
に
立
候
補
さ
れ
る
こ
と
を
知
り
、
石
川
県
か
ら
伊
佐

さ
ん
を
当
選
さ
せ
る
支
援
の
有
志
を
募
り
ま
し
た
。 

途
中
で
あ
り
ま
す
が
、
現
在
一
三
五
人
か
ら
一
七
五
、
五

八
四
円
の
支
援
金
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
辺
野
古
新
基
地
建

設
の
浮
標
と
浮
具
の
設
置
が
強
行
さ
れ
ま
し
た
。
伊
佐
さ
ん

が
激
戦
の
東
村
議
会
選
挙
で
勝
利
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

や
み
ま
せ
ん
。
（
平
） 

 

◇
特
別
寄
稿
◇ 

 

安
倍
内
閣
の 

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」
を
斬
る
（
下
） 児

玉
一
八 

 

安
倍
政
権
が
今
年
四
月
一
二
日
に
閣
議
決
定
し
た
「
エ
ネ

ル
ギ
ー
基
本
計
画
」
は
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
推
進
を
明
記

し
て
お
り
、
高
速
増
殖
炉
「
も
ん
じ
ゅ
」
を
「
廃
棄
物
の
減

容
・
有
害
度
の
低
減
や
核
不
拡
散
関
連
技
術
等
の
向
上
の
た

め
の
国
際
的
な
研
究
拠
点
」
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。 

 

高
速
増
殖
原
型
炉
「
も
ん
じ
ゅ
」
は
、
一
九
九
五
年
一
二

月
に
ナ
ト
リ
ウ
ム
漏
洩
・
火
災
事
故
を
起
こ
し
て
停
止
し
、

二
〇
一
〇
年
五
月
に
運
転
を
十
四
年
半
ぶ
り
に
再
開
し
た

も
の
の
、
ま
た
も
や
炉
内
中
継
装
置
の
落
下
事
故
を
起
こ
し

て
、
現
在
も
停
止
し
た
ま
ま
で
す
。 

 

高
速
増
殖
炉
は
高
速
中
性
子
を
用
い
て
核
燃
料
の
増
殖

を
行
う
炉
で
、
ウ
ラ
ン
燃
料
の
有
効
利
用
を
か
か
げ
て
一
九

九
〇
年
頃
ま
で
は
欧
米
各
国
で
開
発
に
と
り
く
ま
れ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
重
大
な
問
題
が
次
々
と
起
こ
っ
て
、
ほ
と

ん
ど
の
国
々
は
開
発
を
中
止
し
ま
し
た
。 

 

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」
は
、「
高
速
増
殖
炉
の
実
証
」

と
い
う
文
言
が
盛
り
込
め
な
い
た
め
、
「
も
ん
じ
ゅ
」
を
動

か
す
た
め
の
理
由
を
さ
が
し
て
い
ま
す
。
「
廃
棄
物
の
減

容
・
有
害
度
の
低
減
」
は
超
ウ
ラ
ン
元
素
等
を
核
変
換
し
て

半
減
期
を
短
く
す
る
こ
と
、「
核
不
拡
散
関
連
技
術
等
の
向

上
」
は
意
味
不
明
で
す
が
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
燃
焼
と
も
考
え

ら
れ
ま
す
。 

 

そ
も
そ
も
「
も
ん
じ
ゅ
」
は
、
一
九
九
四
年
に
臨
界
と
な

っ
て
か
ら
二
〇
年
間
、
意
味
あ
る
電
力
生
産
が
ま
っ
た
く
で

き
な
か
っ
た
原
子
炉
で
す
。
そ
れ
で
も
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
が
固

ま
ら
な
い
よ
う
に
す
る
な
ど
の
施
設
維
持
の
た
め
、
毎
日
約

六
千
万
円
を
浪
費
し
続
け
て
い
ま
す
。
技
術
的
な
見
通
し
が

ま
っ
た
く
立
た
な
い
の
に
、「
動
か
す
た
め
の
理
由
」
を
さ

が
す
な
ど
無
責
任
極
ま
り
な
い
も
の
で
す
。 

 

福
島
原
発
事
故
を
ふ
ま
え
て
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機

構
（
原
子
力
機
構
）
に
は
、
事
故
炉
の
廃
炉
の
た
め
の
燃
料

デ
ブ
リ
（
塊
）
の
取
り
出
し
や
廃
棄
物
の
処
理
・
処
分
な
ど

の
技
術
開
発
、
避
難
区
域
等
で
の
除
染
実
証
業
務
、
空
間
線

量
率
の
測
定
、
土
壌
や
湖
沼
河
川
な
ど
で
の
放
射
性
物
質
の

挙
動
解
明
な
ど
、
重
要
な
仕
事
が
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
原

子
力
機
構
で
は
、
大
幅
な
人
員
削
減
が
進
め
ら
れ
て
安
全
確

保
や
技
術
継
承
が
困
難
を
き
わ
め
て
お
り
、
そ
の
上
に
ト
ラ

ブ
ル
続
発
の
「
も
ん
じ
ゅ
」
に
相
当
の
人
員
が
異
動
し
て
、

福
島
原
発
事
故
関
連
の
仕
事
の
遂
行
に
支
障
を
き
た
し
て

い
ま
す
。「
も
ん
じ
ゅ
」
に
か
き
集
め
ら
れ
た
人
た
ち
の
中

で
は
、
精
神
疾
患
の
多
発
と
士
気
の
著
し
い
低
下
が
報
じ
ら

れ
て
い
ま
す
。 

 

使
用
済
み
核
燃
料
の
再
処
理
も
ま
っ
た
く
目
途
が
立
っ

て
お
ら
ず
、
「
も
ん
じ
ゅ
」
も
含
め
て
、
破
綻
が
明
ら
か
な

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
か
ら
は
直
ち
に
撤
退
す
べ
き
で
す
。 

 

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」
は
原
子
力
発
電
を
「
ベ
ー
ス

ロ
ー
ド
電
源
」
と
す
る
一
方
、
太
陽
光
や
風
力
な
ど
の
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
は
「
ピ
ー
ク
電
源
」
と
し
か
位
置
づ
け
て

い
ま
せ
ん
。
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
は
需
要
の
大
き
な
時
間

帯
の
調
整
用
に
使
い
、
原
発
に
従
属
さ
せ
る
と
い
う
の
で
す
。 

 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
の
電
力
政
策
は
ま
っ
た
く
逆

で
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
主
で
原
発
は
こ
れ
に
従
属
さ
せ
る

考
え
方
で
す
。
Ｅ
Ｕ
の
法
律
に
あ
た
る
指
令
は
、
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
導
入
を
す
す
め
る
た
め
に
「
優
先
給
電
」
を
義
務

づ
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
太
陽
光
や
風
力
な
ど
の
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
電
力
は
優
先
的
に
電
力
系
統
に
流
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
ル
ー
ル
で
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
出
力

が
増
え
た
場
合
に
は
原
発
の
出
力
は
絞
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。 

 

そ
も
そ
も
、
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
と
ピ
ー
ク
電
源
と
い
う

分
類
自
体
が
時
代
遅
れ
で
あ
り
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」

の
発
想
は
世
界
の
新
し
い
流
れ
か
ら
完
全
に
取
り
残
さ
れ

て
い
ま
す
。 

 

福
島
原
発
事
故
は
国
民
に
、
日
本
の
将
来
は
こ
の
ま
ま
で

い
い
の
か
と
い
う
疑
問
を
投
げ
か
け
ま
し
た
。
東
北
地
方
太

平
洋
沖
地
震
の
地
震
動
と
大
津
波
を
引
き
金
に
シ
ビ
ア
ア

ク
シ
デ
ン
ト
を
発
生
さ
せ
た
原
発
は
、
日
本
が
歩
ん
で
き
た

大
量
生
産
・
大
量
消
費
・
大
量
廃
棄
の
社
会
を
象
徴
す
る
も

の
で
あ
っ
て
、
そ
う
い
っ
た
道
は
い
ず
れ
破
綻
す
る
と
少
な

く
な
い
国
民
が
考
え
ま
し
た
。
福
島
原
発
事
故
は
明
ら
か
な

「
人
災
」
で
す
。「
人
災
」
で
あ
る
以
上
、
原
因
を
取
り
除

け
ば
事
故
の
再
発
は
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
事
故
の
原
因

を
取
り
除
く
こ
と
、
そ
れ
は
原
発
を
な
く
す
こ
と
、
原
発
の

な
い
日
本
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。 

（
核
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
報
セ
ン
タ
ー
理
事
、
本
会
世
話
人
） 
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非
核
石
川
の
会 

リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ 

 
生
ま
れ
た
時
は
戦
争
だ
っ
た 

鍋
野
正
道 

 

私
が
生
ま
れ
た
の
は
、
一
九
三
六
年
の
二
・
二
六
事
件
の

一
月
後
の
三
月
二
五
日
、
満
州
事
変
勃
発
、
日
中
戦
争
の
一

年
前
。
小
学
校
に
入
る
と
き
は
真
珠
湾
攻
撃
の
始
ま
っ
た
直

後
。
一
五
年
戦
争
の
始
ま
り
か
ら
終
わ
り
ま
で
、
ど
っ
ぷ
り

戦
争
の
中
で
生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
。 

戦
争
と
い
う
の
は
、
単
に
軍
人
が
戦
場
で
戦
う
と
云
う
単

純
な
も
の
で
は
無
い
。
国
民
の
全
生
活
が
戦
争
中
心
に
動
か

さ
れ
る
の
で
す
。 

朝
起
き
て
寝
る
ま
で
、
い
や
寝
て
か
ら
も
戦
争
の
中
で
暮

ら
す
の
で
す
。
新
聞
も
ラ
ジ
オ
も
学
校
も
文
化
も
生
産
も
生

業
も
、
歴
史
も
信
仰
も
、
こ
の
世
に
生
ま
れ
出
で
た
赤
子
の

命
名
か
ら
、
終
焉
の
お
弔
い
の
仕
方
ま
で
、
道
に
生
え
て
い

る
草
も
、
松
の
木
も
全
て
が
戦
争
に
動
員
さ
れ
る
の
で
す
。 

何
を
オ
ー
バ
ー
な
話
を
と
言
わ
れ
そ
う
で
す
か
ら
、
身
近

な
話
を
し
ま
し
ょ
う
。 

私
の
家
の
近
所
の
大
工
さ
ん
、
中
国
で
負
傷
し
生
涯
身
障

者
で
し
た
。
壁
屋
さ
ん
は
シ
ベ
リ
ヤ
で
捕
虜
生
活
を
お
く
り

ま
し
た
。
建
具
屋
さ
ん
の
奥
さ
ん
は
夫
の
出
征
中
、
肺
を
患

い
ひ
っ
そ
り
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。 

写
真
屋
の
爺
さ
ん
は
、
最
初
は
軍
刀
を
突
い
て
勇
ま
し
い

姿
の
出
征
兵
士
を
撮
影
し
て
大
忙
し
で
し
た
。
や
が
て
遺
影

の
肖
像
写
真
を
ガ
ラ
ス
版
に
デ
フ
ォ
ル
メ
す
る
写
真
制
作

が
主
な
仕
事
で
し
た
。
こ
ん
な
こ
と
が
隣
近
所
、
日
常
茶
飯

事
に
起
き
て
い
た
の
で
す
。 

私
の
叔
母
さ
ん
は
、
花
嫁
学
校
を
出
て
満
州
に
行
き
軍
属

と
結
婚
、
軍
国
の
花
嫁
と
も
て
は
や
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、

ど
う
し
た
事
情
か
知
り
ま
せ
ん
が
一
人
で
帰
還
し
ま
し
た
。

戦
後
の
あ
る
日
、
私
の
家
に
あ
っ
た
当
時
の
ア
ル
バ
ム
を
発

見
し
、
写
真
を
す
べ
て
破
り
捨
て
ま
し
た
。 

叔
父
さ
ん
は
、
鉄
工
所
の
職
工
で
し
た
が
徴
兵
さ
れ
、
長

野
県
松
本
の
連
隊
か
ら
中
国
に
出
兵
、
最
後
は
何
処
か
の
地

下
壕
工
場
に
配
属
さ
れ
、
兵
器
を
造
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。 

父
は
幸
い
兵
役
を
免
れ
ま
し
た
の
は
、
冶
金
工
場
で
働
い

て
い
て
、
排
煙
に
喉
を
や
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。
母
方
の

伯
父
一
家
は
疎
開
し
て
来
て
、
私
の
家
の
二
階
に
住
ん
で
い

ま
し
た
。 

学
校
の
運
動
場
は
、
さ
つ
ま
芋
畑
で
し
た
、
廊
下
と
教
室

は
吉
田
印
刷
の
工
場
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
体
操
の
時
間
は

草
刈
に
駆
り
出
さ
れ
、
短
い
草
は
堆
肥
に
し
、
長
い
草
は
軍

馬
の
飼
葉
と
し
て
供
出
、
理
科
の
時
間
は
縄
結
い
、
修
身
の

時
間
は
教
育
勅
語
の
朗
読
と
歴
代
天
皇
の
名
前
を
暗
唱
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。 

書
け
ば
き
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
戦
争
と
は
こ
ん
な
に
凄
ま

じ
い
も
の
な
の
で
す
。 

『
新
し
い
憲
法
の
は
な
し
』
と
九
条
の
会 

国
民
学
校
三
年
生
の
夏
休
み
に
終
戦
。
玉
音
放
送
の
翌
日

学
校
に
集
合
さ
せ
ら
れ
、
校
長
先
生
の
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、

さ
っ
ぱ
り
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
教
頭
先
生
が
大
声

で
泣
い
て
い
る
の
が
不
思
議
で
、
高
等
科
生
徒
が
「
東
条
の

バ
カ
野
郎
」
と
廊
下
の
腰
板
を
足
蹴
に
し
て
い
た
こ
と
を
覚

え
て
い
ま
す
。 

平
和
が
来
た
と
実
感
し
た
の
は
何
日
か
ら
だ
ろ
う
。
考
え

て
も
思
い
出
さ
れ
ま
せ
ん
。 

 

で
も
中
学
校
一
年
生
の
時
、『
新
し
い
憲
法
の
は
な
し
』

を
習
っ
た
こ
と
は
鮮
明
に
憶
え
て
い
ま
す
。
そ
の
授
業
は
特

別
に
校
長
先
生
が
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
当
時
の
教
科

書
は
、
今
復
刻
さ
れ
て
い
る
版
と
違
っ
て
紙
も
お
粗
末
で
し

た
が
、
カ
ラ
ー
表
紙
で
挿
絵
も
つ
き
、
立
派
に
見
え
た
も
の

で
し
た
。
で
も
内
容
を
お
ぼ
え
て
い
る
と
か
言
え
ば
曖
昧
で
、

九
条
の
会
を
作
る
と
き
、「
こ
れ
だ
！
」
と
、
皆
さ
ん
に
話

し
た
も
の
で
す
。
聞
く
と
間
も
な
く
打
ち
切
ら
れ
、
私
ら
は

最
後
の
受
講
生
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

青
年
時
代
も
戦
争
で
し
た 

 

中
学
を
出
て
、
憧
れ
の
鉄
工
所
に
就
職
。
で
も
間
も
な
く

朝
鮮
戦
争
。
特
需
景
気
で
涌
く
中
で
、
内
灘
闘
争
が
は
じ
ま

り
ま
し
た
。
は
じ
め
は
労
働
組
合
の
動
員
で
内
灘
砂
丘
を
駆

け
巡
る
う
ち
に
、
河
北
潟
の
潟
辺
に
た
つ
船
小
屋
の
な
か
で

仲
間
と
電
車
が
無
く
な
る
ま
で
語
り
合
っ
た
り
、
歌
を
唄
っ

た
り
、
次
第
に
生
き
る
方
向
が
定
ま
っ
た
の
が
一
八
歳
の
夏
。 

安
保
闘
争
が
あ
り
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
が
あ
り
、
や
っ
ぱ
り

戦
争
と
向
き
合
っ
て
生
き
て
き
ま
し
た
。
幼
い
こ
ろ
の
戦
争

体
験
が
「
戦
争
は
反
対
だ
！
」
こ
の
方
向
に
向
か
わ
せ
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。 

で
も
、
あ
ん
ま
り
学
ん
で
い
な
い
奴
が
い
て
、
あ
の
暗
黒

時
代
に
本
気
で
戻
そ
う
と
思
っ
て
い
る
ら
し
い
。
行
き
先
が

な
い
の
に
バ
カ
だ
な
～
と
思
う
。「
や
っ
ぱ
り
金
で
し
ょ
う
」

と
言
っ
た
ら
顰
蹙
（
ひ
ん
し
ゅ
く
）
を
買
い
ま
す
か
。 

 

死
ぬ
と
き
も
戦
争
で
し
た 

絶
対
に
さ
せ
た
く
な
い
。
生
ま
れ
た
時
か
ら
終
焉
ま
で
戦

争
で
生
き
た
く
な
い
。
否
、
死
に
た
く
な
い
。 

少
々
暑
く
と
も
、
都
合
が
つ
け
ば
、
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
宣
伝

に
出
よ
う
か
、
ポ
ス
タ
ー
も
貼
ろ
う
か
、
ビ
ラ
も
配
ろ
う
か

と
思
う
。
わ
が
在
所
に
は
八
〇
才
を
と
っ
く
に
超
え
た
方
が

マ
イ
ク
を
握
っ
て
ガ
ン
バ
ッ
テ
い
ま
す
の
で
、
そ
う
も
弱
音

を
は
い
て
い
ら
れ
な
い
。 

安
倍
が
国
会
で
ど
ん
な
に
詭
弁
を
弄
し
よ
う
が
、
公
明
党
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が
ど
う
言
い
つ
く
ろ
う
が
、
戦
争
へ
の
道
に
国
民
を
引
き
ず

り
込
も
う
と
し
た
犯
罪
は
、
永
久
に
記
録
さ
れ
る
だ
ろ
う
し
、

い
ず
れ
国
民
の
審
判
を
受
け
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
で

し
ょ
う
。 

日
本
国
、
元
首
相
が
Ａ
級
戦
争
犯
罪
者
と
し
て
国
際
的
に

裁
か
れ
る
こ
と
の
無
い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。 

 

「
ス
タ
ー
リ
ン
秘
史
」
を
読
ん
で
い
ま
す 

西
村 

 

昭 
 

『
前
衛
』
二
〇
一
三
年
二
月
号
か
ら
連
載
が
始
ま
っ
た

「
ス
タ
ー
リ
ン
秘
史
」(

不
破
哲
三)

 

を
毎
号
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。 

今
日
い
ま
だ
に
残
っ
て
ぃ
る
日
本
と
ロ
シ
ア(

旧
ソ
連)

と
の
平
和
条
約
未
締
結
問
題
や
領
土
問
題
を
考
え
る
と
き
、

連
綿
と
続
い
て
い
る
自
民
党
型
の
政
治
で
は
基
本
的
解
決

は
不
可
能
と
思
う
。 

領
土
不
拡
大
を
掲
げ
た
第
二
次
大
戦
後
の
処
理
の
基
本

を
破
り
、
ソ
連
が
千
島
列
島
を
占
領
し
続
け
、
ソ
連
が
崩
壊

し
ロ
シ
ア
と
な
っ
た
今
日
、
い
ま
だ
に
な
ぜ
解
決
で
き
な
い

の
か
。 

問
題
の
根
源
は
ス
タ
ー
リ
ン
が
国
内
で
は
大
粛
清
を
行

い
専
制
政
治
を
行
い
、
対
外
的
に
は
ド
イ
ツ
と
不
可
侵
条
約

を
結
び
、
日
独
伊
三
国
同
盟
に
近
づ
き
四
か
国
同
盟
を
構
想

し
領
土
拡
張
を
外
交
の
基
本
に
し
た
こ
と
に
あ
る
。 

日
独
伊
三
国
同
盟
は
、
地
球
の
地
図
の
塗
り
替
え
を
し
よ

う
と
い
う
同
盟
だ
っ
た
そ
う
だ
。
日
本
は
「
中
国
、
東
南
ア

ジ
ア
」
を
、
ド
イ
ツ
・
イ
タ
リ
ア
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ(

ア
フ
リ

カ
を
含
む)

を
と
、
領
上
の
再
分
割
を
試
み
よ
う
と
し
た
も

の
だ
っ
た
。 

バ
ル
ト
三
国
の
支
配
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
を
領
土
と
す
る

こ
と
を
保
障
し
た
独
ソ
不
可
侵
条
約
を
結
ん
だ
ス
タ
ー
リ

ン
が
、
日
独
伊
三
国
同
盟
に
加
わ
り
、
世
界
を
再
分
割
す
る

四
か
国
同
盟
を
夢
想
し
て
い
た
と
知
っ
て
本
当
に
驚
い
た
。

ス
タ
ー
リ
ン
と
い
う
の
は
こ
う
い
う
独
裁
者
で
あ
る
こ
と

を
知
ら
な
か
っ
た
。 

そ
の
後
、
ス
タ
ー
リ
ン
一
派
は
、
日
本
の
革
命
を
旧
ソ
連

流
に
し
よ
う
と
画
策
し
、
意
に
そ
ぐ
わ
な
い
指
導
者
を
排
除

し
よ
う
と
す
る
、
お
よ
そ
民
主
主
義
と
相
い
れ
な
い
政
治
を

し
て
き
た
こ
と
は
現
代
史
の
中
で
知
っ
た
。 

し
か
も
、
旧
ソ
連
か
ら
ロ
シ
ア
に
な
っ
た
今
日
も
、
覇
権

主
義
的
な
領
土
拡
張
政
策
が
一
貫
し
て
い
る
。
こ
ん
な
相
手

に
、
北
方
領
土
問
題
と
名
付
け
、
北
海
道
の
一
部
と
千
島
列

島
の
一
部
の
返
還
を
お
願
い
す
る
の
で
は
初
め
か
ら
相
手

に
甘
く
見
ら
れ
て
し
ま
う
。
本
当
に
国
民
の
た
め
の
外
交
交

渉
に
な
ら
な
い
よ
う
に
思
う
。
歴
史
を
学
び
、
何
が
本
流
な

の
か
を
見
極
め
た
上
で
の
交
渉
が
必
要
だ
と
思
う
。 

知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
知
る
っ
て
、
と
て
も
楽
し
い
で
す
。

『
前
衛
』
連
載
の
「
ス
タ
ー
リ
ン
秘
史
」(

不
破
哲
三) 

読

み
ま
せ
ん
か
。
き
っ
と
、
後
日
単
行
本
に
な
る
と
思
い
ま
す
。 

 

「
広
島
の
ピ
カ
」
が
出
来
る
ま
で 西

本
多
美
子 

 

被
爆
者
が
高
齢
と
な
り
、
様
々
な
疾
病
を
抱
え
、
亡
く
な

る
人
た
ち
も
増
え
る
中
で
、
一
人
で
も
多
く
の
被
爆
体
験
を

後
世
に
遺
し
た
い
。
そ
れ
も
映
像
で
と
思
い
を
語
っ
て
い
た

ら
、
平
和
サ
ー
ク
ル
「
む
ぎ
わ
ら
ぼ
う
し
」
が
、
昨
年
四
月

の
例
会
で
取
り
上
げ
て
く
だ
さ
っ
た
。
具
体
的
な
内
容
、
案

 

内
チ
ラ
シ
、
ビ
デ
オ
撮
り
な
ど
、
絵
本
画
家
の
か
る
べ
め
ぐ

み
さ
ん
が
担
当
・
手
配
し
て
「
ヒ
ロ
シ
マ
原
爆
ひ
ば
く
し
ゃ

の
お
話
を
き
く
会
」
と
し
て
私
が
お
話
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

当
日
は
六
〇
人
も
の
参
加
が
あ
り
、
一
時
間
余
り
お
話
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
で
映
像
に
残
せ
る
と
思
っ
て
い
た

ら
、
年
が
明
け
て
テ
ー
プ
起
こ
し
を
し
た
の
で
チ
ェ
ッ
ク
し

て
ほ
し
い
と
の
こ
と
。
六
、
七
人
が
正
月
返
上
で
作
業
し
た

由
。
本
当
に
び
っ
く
り
し
た
。
話
の
区
切
り
区
切
り
で
は
的

確
な
見
出
し
ま
で
入
れ
て
あ
る
。
一
週
間
程
で
校
正
し
、
四

月
に
な
っ
て
製
本
に
と
り
か
か
っ
た
。
パ
ソ
コ
ン
で
の
入
力

も
挿
し
絵
（
か
る
べ
さ
ん
が
図
書
館
ま
で
行
っ
て
正
確
な
き

の
こ
雲
を
描
く
）
も
印
刷
も
全
て
手
作
り
で
業
者
の
手
は
通

っ
て
い
な
い
。 

一
〇
人
程
が
一
列
に
な
っ
て
の
流
れ
作
業
で
一
冊
に
ま

と
め
て
い
く
。
最
後
に
ホ
ッ
チ
キ
ス
で
止
め
て
出
来
上
が
り
。

半
日
が
か
り
で
三
〇
〇
部
作
成
し
た
。
こ
の
三
〇
〇
部
は
一

ヶ
月
で
な
く
な
り
、
五
月
に
ま
た
二
〇
人
程
で
五
〇
〇
部
増

刷
。
こ
れ
も
残
り
わ
ず
か
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

四
歳
八
か
月
の
幼
児
被
爆
の
私
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

受
け
手
の
方
に
な
る
と
思
う
。
た
く
さ
ん
の
被
爆
体
験
を
読

み
込
み
、
聞
き
取
り
、
四
苦
八
苦
し
て
被
爆
証
言
を
し
て
き

た
。 

西本多美子さんの 

被爆証言をまとめた 

「広島のピカ」 
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「
広
島
の
ピ
カ
」
が
出
来
上
が
る
ま
で
に
何
人
の
人
が
関

わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
だ
ろ
う
。
ご
苦
労
さ
ん
会
を
し
た
時
、

初
め
て
見
る
顔
が
何
人
も
あ
っ
た
。
子
ど
も
連
れ
の
若
い
母

親
、
青
年
、「
む
ぎ
わ
ら
ぼ
う
し
」
の
会
員
の
友
人
…
等
々 

 
 

み
な
さ
ん
こ
の
こ
と
に
関
わ
ら
せ
て
も
ら
っ
て
本
当
に

よ
か
っ
た
と
こ
も
ご
も
思
い
を
語
ら
れ
た
。
た
だ
聞
く
だ
け

で
な
く
、
何
ら
か
の
作
業
に
関
わ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
思
い

が
深
ま
っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
被
爆
体
験
の
継

承
運
動
の
一
つ
の
典
型
に
な
っ
た
と
心
か
ら
う
れ
し
く
思

っ
て
い
る
。 

詩
人
会
議
か
な
ざ
わ
「
独
標
」
よ
り 

春
霞 

土
井
和
子 

 

花
が
満
開
の
う
ら
ら
か
な
春 

病
院
の
待
合
室
に 

大
け
が
の
後
に
残
さ
れ
た
後
遺
症 

不
自
由
に
縛
ら
れ
た
毎
日
か
ら 

ど
う
か
し
て
解
放
さ
れ
た
い
と 

微
か
な
希
望
を
抱
い
た
闘
病
仲
間
の 

車
い
す
が
輪
を
描
い
て
い
る 

「
わ
し
ら
長
い
間
、
待
っ
と
る
ね
」 

「
万
能
細
胞
を
脊
髄
に
入
れ
た
ら
指
が
踊
っ
て 

 

足
も
動
く
」 

「
い
つ
か
そ
の
日
が
来
る
ち
ゃ
」 

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞 

Ｅ
Ｓ
細
胞 

医
学
の
進
歩
は
ゆ
っ
く
り
と
し
た
希
望
の
灯 

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｐ
現
象
を
唱
え
る
若
き
女
性
の
研
究
は 

論
文
の
ミ
ス
が
重
な
り
今
は
バ
ッ
シ
ン
グ
の
嵐 

「
捏
造
や
ら
改
ざ
ん
や
ら
杜
撰
や
ら
言
う
け
れ
ど
」 

「
組
織
の
中
で
し
っ
か
り
と
練
り
上
げ
て
の
発
表
な
ら 

不
自
由
を
救
う
女
神
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い 

万
能
細
胞
を
待
っ
と
る
者
が
こ
こ
に
い
っ
ぱ
い
お
る
」 

「
あ
あ
、
生
き
て
い
る
う
ち
に
障
害
を
持
つ
人
間
に 

応
用
で
き
た
と
い
う
事
を
確
か
め
た
い
も
ん
だ
ね
」 

誰
か
の
た
め
に
役
立
つ
研
究
を
続
け
た
い
と
語
り 

い
ま
だ
医
学
か
ら
見
捨
て
ら
れ
て
い
る
障
害
と 

真
正
面
か
ら
向
き
合
っ
た
四
面
楚
歌
の 

彼
女
の
澄
ん
だ
日
か
ら
こ
ぼ
れ
る
涙
が
心
を
打
つ 

閃
き
を
持
つ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
な
の
か
ペ
テ
ン
師
な
の
か 

春
を
騒
が
し
て
咲
い
た
桜
が
散
っ
た
あ
と 

ま
だ
遠
い
幾
つ
も
の
春
を
待
つ
研
究
だ
ろ
う
と 

車
い
す
の
輸
は
散
り
散
り
に
帰
路
ヘ 

も
や
も
や
と
し
た
春
霞
の
中
に
吸
い
込
ま
れ
て
行
っ
た 

 

絵
手
紙
コ
ー
ナ
ー 

 
 
 
 
 
 

金
沢
医
療
生
協
絵
手
紙
班 

竹
味
恭
子 

 

 

《
編
集
室
よ
り
》 

◎
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
に
参
加
し
た
時
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
広
島
放

送
局
の
「
被
爆
七
〇
年
企
画
／
平
和
ア
ー
カ
イ
ブ
展
」
で
、

輪
島
市
の
被
爆
医
師
、
清
水
正
明
さ
ん
の
絵
画
が
『
原
爆
の

絵
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
）
に
収
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。

熱
線
で
全
身
を
焼
か
れ
た
若
い
女
性
の
姿
が
描
か
れ
て
お

り
、
清
水
さ
ん
が
八
四
歳
の
時
に
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

清
水
さ
ん
が
輪
島
市
に
寄
贈
し
、
現
在
本
紙
で
シ
リ
ー
ズ
掲

載
し
て
い
る
被
爆
絵
画
は
一
三
点
で
あ
る
。
最
後
の
一
枚
と

し
て
描
き
残
さ
れ
た
一
四
点
目
の
絵
画
も
本
紙
で
紹
介
で

き
な
い
だ
ろ
う
か
。（
か
） 

◎
石
川
県
内
の
被
爆
者
の
子
世
代
で
つ
く
る
「
石
川
県
原
爆

被
災
者
友
の
会
二
世
部
会
」
が
発
足
し
て
今
夏
、
一
年
を
迎

え
た
。
北
陸
中
日
新
聞
八
月
五
日
付
に
よ
る
と
日
本
被
団
協

の
調
査
で
は
、
原
爆
で
被
爆
し
た
親
を
持
つ
「
被
爆
二
世
」

の
組
織
が
あ
る
の
は
石
川
、
東
京
な
ど
十
二
都
県
で
あ
る
。

県
内
の
被
爆
二
世
の
会
づ
く
り
に
尽
力
し
て
き
た
池
田
治

夫
氏
（
本
紙
編
集
委
員
）
は
、「
被
爆
体
験
を
後
世
に
継
承

す
る
た
め
、
一
世
の
願
い
を
受
け
継
ぎ
、
非
核
の
声
を
上
げ

続
け
た
い
」
と
述
べ
て
い
る
。（
Ｋ
） 

尾西洋子・作 
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故
清
水
正
明
医
師
の
被
爆
絵
画
シ
リ
ー
ズ
⑫ 

ピ
カ
ド
ン 

そ
れ
は
未
だ
見
た
こ
と
の
な
い
閃
光
で
あ
っ
た 

強
い
て
い
え
ば
、 

電
線
の
シ
ョ
ー
ト
し
た
よ
う
な
青
白
い
閃
光
で
あ
っ
た 

そ
の
時
出
来
た
直
径
一
四
〇
米
の
火
の
玉
の
温
度
は 

摂
氏
三
十
万
度
、
五
八
〇
米
下
の
地
上
で
七
千
度 

爆
風
の
強
さ
は
一
平
方
米
あ
た
り
五
ト
ン 

そ
の
他
に
恐
る
べ
き
放
射
能
を
出
し
た 

こ
れ
ら
に
よ
っ
て
約
二
〇
万
の
人
命
が
奪
わ
れ 

約
三
〇
万
の
人
が
被
爆
者
と
な
っ
た
（
広
島
の
み
で
） 

更
に
そ
の
人
達
の
子
孫
へ
の
影
響
が 

心
配
さ
れ
て
い
る 

将
来
、
再
び
こ
ん
な
も
の
（
核
兵
器
）
が
使
わ
れ
た
ら 

人
類
は
滅
亡
す
る
か
も
知
れ
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る  

                              

                             

輪島市教育委員会所蔵 

 
               ≪非核平和・行事予定≫ 

 
月 日 曜 時 行事名 場所 

8 22 金 19:00 わらび座ミュージカル「ブッダ」公演 金沢市文化ホール 

  23 土 14:00 石川憲法学校開校記念講演会 石川民医連会館 

  26 火 午前 原爆と人間展（～9/15） かほく市海っ子ランド 

  29 金 18:30 2014 年原水爆禁止世界大会報告会 石川民医連会館 

  30 土 13:00 日本科学者会議原子力発電問題全国シンポジウム 金沢市駅西健康ホール 

  31 日 9:00 （同上） （同上） 

  31 日 午後 現地視察・志賀原発周辺の岩石海岸 富来川南岸 

  31 日 10:30 いしかわピース９フェスティバル 2014 野々市市交遊舎 

9 6 土 17:00 核廃絶署名行動 金沢駅東口前 

  9 火 12:00 核廃絶署名行動 武蔵Ｍza前 

  9 火 14:00 石川県宗教者平和協議会総会／講演：中嶌哲演氏 金沢市東別院 

  12 金 13:00 日本高齢者大会 2014 年 in 富山 富山大学 

  
13 土 9:00 

同上記念講演・池田香代子「平和な未来をきずく・100 人

の村・あなたもここに生きます」 
富山市総合体育館 

13 土 14:00 
金沢弁護士会「立憲主義から集団的自衛権を考える」市民

集会／講演：阪田雅裕元内閣法制局長官 
金沢歌劇座大集会室 

  

  14 日 14:00 
鶴彬をたたえる集い・碑前祭 

映画会「時代を撃て・多喜二」 
高松歴史公園・南町会館 

  20 土 14:00 石川憲法学校金沢教室 石川民医連会館 

  23 休 11:00 石川県解放戦士合祀追悼集会 卯辰山公園 

  27 土 14:00 石川県憲法学校羽咋教室 羽咋勤労者福祉センター 

＊編集部注：祝日は休日（国民の休日）と表記します。 

＊毎週金曜日 18:30 どいね原発アピール行動 ＪＲ金沢駅東口 

 


